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保育者を目指す学生の｢自分への気づき・自分づくり｣への試み
永 井 裕紀子
はじめに
筆者の短大では､平成14年度に共同研究プロジェクト (私学研修福祉会助成研究)とし
て ｢地域のニーズを生かす教育課程編成の試み｣と題する教育研究を行った｡この研究は
地域が本学2年間の保育士養成期間でどのような資質や能力､技術を持った人材の養成を
望んでいるかを明らかにするものであった｡調査方法は質問紙法により､本学の実習先の
幼稚園､保育所102園を対象に回答を求めた｡そこで注目すべき点は､ "学生に身につけ
てもらいたいこと"の設問に対して､1位の ｢保護者とのコミュニケーションが図れる｣
が､2位の ｢字を丁寧に書く｣､3位の ｢ピアノ伴奏ができる｣に大差をつけたということ
である｡さらにこの結果をアクションリサーチ法により調査協力者にフィードバックし感
想を求めた｡その結果保育者を目指す学生には､人間関係づくりの築き方とそれに関する
基礎的な事柄について学ぶことの重要性が求められた｡
この調査では､対人関係が希薄化している現代社会には､人間関係づくりが困難な学生
や若い保育者たちが多くなっていることが浮き彫りになった｡ 保育現場において保育者と､
子ども､保護者､地域間にどのような関係が築かれているかは "保育の質"にまでおよぶ
重要なことである｡ 今回は､保育者を目指す学生たちが､子どもだけでなく広く良い人間
関係を築くためにはどのような訓練が必要であるかについて考えてみた｡
Ⅰ 目 的
筆者が担当する保育内容総論Ⅰ(1年次､前期､演習科目)では､模擬的な保育場面を
設定しての保育実践を行っている｡この授業では､学生が保育者や子どもの双方の立場に
たってみる体験をし､子どもの気持ちや動きに添った保育内容の組み立て方や保育者とし
て配慮すべき事項について学習する｡
そこで本研究は､この授業で実施している絵本の読み聞かせの場面を通して ｢自分はど
のように見えるか｣､さらに｢保育者としてどのように自分づくりをするか｣､すなわち､｢自
分-の気づき｣から ｢自分づくり｣への過程を明らかにすることを目指した｡なぜならこ
のことは､地域社会が求めるより良い人間関係を築くための力 (社会的スキル)のベース
として不可欠と考えたからである｡.
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Ⅱ 方 法
本短期大学､幼児教育科1年生40人を対象に学生自身が絵本の読み聞かせをしている姿
をVTRに収録した｡次に､そのVTR視聴を通して (1)｢自分への気づき｣～自分はど
のような人間に見えるか～ (2)｢自分づくり｣～保育者として自分をどうつくるか～につ
いて自由記述をさせた｡
Ⅲ 結 果
(1)｢自分-の気づき｣～自分はどのような人間に見えるか～では､①声 ･話し方 ②表
情 ③全体的印象 ④保育技術 に大別された｡
(∋声 ･話し方について
･声が小さく言いたいことや話の内容が伝わりにくい｡
･声の トー ンが低く印象が暗い｡
･声が "ぐにゃぐにゃ"していて聞き取りにくい｡
･自分があのような声を出しているのかと驚き少し嫌だった｡
･話し方に抑揚や覇気がなく聞きづらい｡暗い感じがした｡
･話すとき語尾の ｢ます｡｣｢です｡｣を強調しすぎていた｡
･話す語尾があがっていたり聞いていて心地悪かった｡
･声の大きさはとてもよかった｡
②表情について
･笑顔がぎこちなく心から笑っていない○
･普段は明るくしているつもりだが､集中すると表情がかたくなつてしまうo
･笑顔がなく冷たい感じがするO .
③全体的印象について
･緊張のあまり恐い雰囲気をかもし出している｡
･緊張していたと思うが暗い印象だった｡
･説得力がまったくなく冷たい人という感じがする｡
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･親近感が持てない｡
･聞き手とコミュニケーションをしようという感じがない｡
･絵本を読んでいる自分を見ていて全く面白さを感じなかった｡
･恥ずかしがり屋でモジモジしている人間に見えた｡
･照れや恥ずかしさを隠すためだと思うが､話すときやたらと体が動いて落ち着きが
ない｡
･動作の一つ一つがとても独特だと言われることがよくあるが､ビデオを見てそれが
よく分かった｡
･客観的に自分を見ると自分が思っている印象と違い､新たな発見があった｡
･恥ずかしいので､途中で笑うなど照れ隠しをしていたが､見ている人はわけが分か
らず､自分で見ていて ｢馬鹿だな-｣と感じた｡
･自分では明るく元気な先生というつもりで実践をしたが､実際には思ったよりも声
が小さく､おとなしく優しい雰囲気をかもしだしていた｡
④保育技術について
･読み方が単調で盛り上がりがない｡次にどんな話がつづくのか期待感が持てない｡
･読むペースが早い｡聞き手が絵を楽しむ時間がなく､落ち着いて見られない｡
･目線が下を向いていたり､絵本ばかり見ていたり､また淡々と自分のペースで絵本
読みを進めてしまい､聞き手の反応を全然意識していない｡
･絵本を読み開かせているというより､読むことに必死で絵本を隠しているように見
え､絵本自体の楽しさが伝わってこなかった｡
･絵本が聞き手全体に見えるように配慮していない｡
･話の最後になると読み方が早口になるように聞こえた｡
･ページのめくり方がたどたどしい｡
･ページをめくるのが早い｡
･絵本を縦にして読む部分をそのまま横にして読んでいた｡
･絵本を持つ手が不安定でぐらつき見にくかった｡
･導入は､手遊びをしたりして雰囲気づくりをすればよかった｡
･読み終わった後､聞き手に感想を聞いた方がよかった｡
､′
(2)｢自分づくり｣～保育者として自分をどうつくるか～では､①相手との対応に関わる
事柄 ②笑顔の大切さに関わる事柄 ③全体的印象に関わる事柄 ④保育技術に関わる
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事柄 に大別された｡
(∋相手との対応に関わる事柄ついて
･人と目を合わせて話すのが苦手だが､目を合わせて話しをすることで相手の気持ち
を感じたり相手に気持ちを伝えたりすることができる｡ たくさんの人と信頼を築く
上でも相手と目を合わせて話すことを大切にしたい｡
･声が低く暗い印象を与えてしまいがちなので､なるべく明るく話せるように心がけ
たい｡
･相手の話を聞く時はうなずいたり､共感したり､受け答えの声にも表情をつけたら
よいと思う｡
･相手の言葉をよく聞くようにし "この人なら信頼できる､安心できる"というオー
ラを出せたらと思う｡ そのためには自分から心を開いて子どもたちの全てを受け止
めてあげなくてはいけない･｡
･相手の立場や気持になれるのが人と接する職業の基本だと思うので､相手の気持を
受け止め理解するよう心がけたい｡
(参笑顔の大切さに関わる事柄について
･笑顔がすぼらしい人間になりたい｡
･笑顔でいると声の トー ンも明るくなり印象がよくなるので､笑顔を常に心がけたい.I
･作り笑いではなく､心から相手を和ませることができる笑顔ができたらと思う｡
･自分は取っ付きにくい雰囲気を出していると思うので､もっと相手から寄ってきて
もらえるような雰囲気に自分をつくりかえることができたらと思う｡ そのためには
まず､常に ｢笑顔｣でいることが大切だと思う｡
③全体的印象に関わる事柄について
･もっと自分に自信を持ってハキハキと元気良く子どもたちに語りかけられる人間に
なりたい｡
･ぐにゃぐにゃした態度は自分で見ていてもとても気持がよいものではなく､保護者
を不安にさせるものでもあると思う｡もっとテキパキ､ハキハキとした言動 ･行動
がとれるようにしたい｡
･取っ付きにくいイメージは人と関わる上でマイナスにしかならない0
･いつも笑顔を心がけ､親しみの持てる人柄でいるべきだと思うが､反面悩みを相談
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されたときなどは､笑顔とは違って真剣に対応し､頼りがいがあると思われる雰囲
気が持てたらよいと思う｡
･冷静さが必要な時もそれは表出せず表情を豊かにしたい｡
･自分の心情を表現するとき､言葉だけでなく表情でも表現できるようにしたい｡
･体がごつく圧迫感があるのでもう少しやせたい｡
(彰保育技術に関わる事柄について
･声に抑揚をつけて話したり､子どもの目線で考え､恥ずかしがることなく実践でき
るようになりたい｡
･周囲に気を配りながら行動できるようにしたい｡
･もっと保育者を演じなければならないと思う｡
･とにかく ｢恥ずかしい｣という気拝を捨てなければならないと思う0
･落ち着いて行動できるようになりたい｡
･人前にでることが苦手で､緊張しやすいタイプなので改善したい｡
･子どもたちを引き付けられるよう導入の手遊びなどをたくさん身に付けたい｡
･人前で落ち着いて自然に話すことができるようになりたい｡そのためには人前に立
つ経験をもっと積んでいきたい｡
･話す時は早口にならないようにしたい｡
･周囲の人たちを引き付けられるような話し方を身に付けたい｡
Ⅳ 考 察
(1)VTRで自己を見る体験は､学生にとって気恥ずかしく ｢ビデオを-度しか見られ
なかった｡｣などの声も聞かれ､触れたくないような部分も存在していたように見える｡
しかし､この体験は自分に目を向けさせ ｢自分への気づき･自分づくり｣という本研究
のテーマに対して､有効な方法であった｡
(2)学生の ｢自分-の気づき｣は､声 ･話し方､表情､全体的印象､保育技術のいずれ
もマイナス面の記述が多く.､厳しい自己評価であった｡よい部分の気づきをも引き出せ
るような指導が必要と思われる｡ ｢自分-の気づき｣のなかでも､保育技術の内容が最
も多く､･細部にわたる気づきが見られた｡これは学生の専門技術を高めたいという意欲
を表している｡ ′
(3)学生の ｢自分づくり｣は､自分に向き合うという気恥ずかしさを乗り越え､真筆に
自分の課題を受け止め､よい対人関係づくりに繋がる ｢自分づくり｣への明確な指標を
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導きだした｡自分自身の指標が明確になることは､日々の学習や日常生活におよんで､
自分の変容につながる｡
(4)学生の ｢自分づくり｣をより豊かにするために､Ⅲ結果 (1)の学生の気づきの内
容をもとに自分を知るためのワークシート ｢☆自分の花を咲かせよう☆｣を作成した｡
このワークシートは､44ページ及び胡ページに記載してある.これは､今年度の学生の
気づきを20項目に整理し､それぞれを一つづつ花びらにして､達成度によって色を塗る
ものである｡ 総合評価として花の表情とコメントを書くようにした｡20項目の花びらは､
自らの新たな気づきが加わることにより数を増していく｡気づきが多くなり､それを克
服していくと花は大きくなり､色合いも変わっていく｡楽しく自分づくりに向かうため
の-考案である.
(5)前記 (1)から (4)の考察から､この研究の学習過程を次のように図示する｡
図1 ｢自分への気づき･自分づくり｣への学習課程
･=
1∈==⇒
く==>保育者としての資質
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①VTR視聴を通し ｢自分への気づき｣をする｡
②ワークシート｢自分の花を咲かせよう｣で自分をチェックする｡
③保育者論におよぶ自らの保育者としての有り方を考え､保育者としての保育技術を向
上させようとする意欲につなげる｡
㊨丑から③の学習から､ ｢自分づくり｣をイメージする.
(9この一連の学習の繰り返しを通して､保育者としての資質を育み､社会的スキルにつ
なげる｡
おわりに
VTRで自分の姿を投影するというごく一般的な方法を用いた研究であったが､学生は
保育者としてよりよい人間関係に繋がる ｢自分づくり｣への指標を得たと感じる｡今後は､
本研究で作成したり｢クシート｢自分の花を咲かせよう｣が､大輪の花になるように学生
自身の気づきのチェック項目を増やす作業を進めたい｡また､各自が明らかにした ｢自分
づくり｣に近づくための訓練をVTRを活用しながら積み重ねていきたい｡
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自分の花を咲かせよう!=
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絵本の読み聞かせをしている自分について､次の項目をチェックしてみよう｡ チェック
した結果を､クリアーしている場合は花びらをピンク色に､どちらともいえない場合はあ
お色に､クリアーしてない場合は塗らない､に分けて ｢自分の花｣を措こう｡
総合評価として花の表情とコメントを記述しなさい｡
チェック項目
1 声の大きさが適切である｡
2 声の トー ンはふさわしい｡
3 声に抑揚や覇気がある｡
4 話し方が独特でない｡
(語尾が強い ･語尾があがるなど｡)
5 笑顔がよい｡
6 モジモジしていない｡
7 落ち着いている｡
8 冷たい感じがない｡
9 恐い感じがない｡
10 暗い感じがない｡
11 照れや恥ずかしさを感じさせない｡
12 絵本が聞き手全体に見えるように配慮している｡
13 ページをめくる早さは適切である｡
14 読む早さは適切である｡
15 聞き手の反応を意識して読んでいる｡
16 絵本を持つ手は安定している｡
17 棒読みになっていない｡
18 ページをうまくめくっている｡
19 導入を工夫している｡
20 姿勢が良い｡
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